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【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス 基 板 と 、 回 路 層 と 、 前 記 ベ ー ス 基 板 と 前 記 回 路 層 の 間 に 位 置 す る 放 熱 層 と 、 を 有  
す る 基 板 を 準 備 す る 、 準 備 工 程 と 、
　 前 記 回 路 層 の 前 記 放 熱 層 と は 逆 側 の 面 で あ る 第 １ 面 に 対 向 す る よ う に 封 止 材 料 を 配 置 す  
る と と も に 、 前 記 封 止 材 料 を 前 記 放 熱 層 側 へ 押 圧 す る と と も に 加 熱 す る こ と で 、 前 記 回 路  
層 を 封 止 す る 封 止 材 料 層 を 成 形 す る 、 成 形 工 程 と 、
　 を 含 む 、 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 回 路 層 の 厚 さ は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 ３ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、
  請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 封 止 材 料 は 、 以 下 の 方 法 で 算 出 さ れ る 溶 融 粘 度 η が 、 １ ０ 以 上 ４ ０ 以 下 で あ る 、
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
［ 方 法 ］
　 高 化 式 フ ロ ー テ ス タ ー を 用 い て 、 温 度 １ ７ ５ ℃ 、 荷 重 ４ ０ ｋ ｇ ｆ （ ピ ス ト ン 面 積 １ ｃ ｍ
２ ） 、 ダ イ 穴 直 径 ０ ． ５ ０ ｍ ｍ 、 ダ イ 長 さ １ ． ０ ０ ｍ ｍ の 試 験 条 件 で 、 溶 解 し た 前 記 封 止  
材 料 の 単 位 時 間 あ た り の 流 量 Ｑ を 測 定 し 、 以 下 の 式 に よ っ て 溶 融 粘 度 η を 算 出 す る 。
［ 式 ］
　 η ＝ （ π Ｄ 4  Ｐ × １ ０ ３ ／ １ ２ ８ Ｌ Ｑ ） （ Ｐ ａ ・ 秒 ）
　 た だ し 、 Ｄ は ダ イ 穴 直 径 （ ｍ ｍ ） で あ り 、 Ｐ は 試 験 圧 力 （ Ｐ ａ ） で あ り 、 Ｌ は ダ イ 長 さ  
（ ｍ ｍ ） で あ り 、 Ｑ は フ ロ ー レ ー ト （ ｃ ｍ ３ ／ 秒 ） で あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 成 形 工 程 に お い て 、 前 記 封 止 材 料 を 前 記 放 熱 層 側 へ 押 圧 す る と と も に 加 熱 す る と き  
に 、 Ｄ Ｓ Ｃ （ 示 差 走 査 熱 量 計 ） の 測 定 結 果 か ら 算 出 さ れ る 前 記 放 熱 層 の 反 応 率 は 、 ０ ％ を  
超 え ６ ０ ％ 以 下 で あ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
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　 前 記 回 路 層 に 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る と き の 前 記 封 止 材 料 は 、 板 状 の タ ブ レ ッ ト 型 で  
あ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 成 形 工 程 に お い て 、 前 記 封 止 材 料 層 は 、 前 記 回 路 層 の 前 記 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部  
を 覆 う よ う に 成 形 さ れ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 回 路 層 の 前 記 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 を 覆 う よ う に 成 形 さ れ た 前 記 封 止 材 料 層 を 除  
去 す る 、 除 去 工 程 を 、 さ ら に 含 む 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 準 備 工 程 に お い て 、
　 　 前 記 回 路 層 を 一 面 に 保 持 す る シ ー ト を 準 備 し 、
　 　 前 記 ベ ー ス 基 板 の 一 面 に 放 熱 層 を 配 置 し 、
　 　 前 記 放 熱 層 に 、 前 記 シ ー ト に 保 持 さ れ て い る 前 記 回 路 層 を 押 し 付 け 、 そ の 後 、 前 記 シ  
ー ト を 前 記 放 熱 層 か ら 離 す こ と に よ り 、 前 記 放 熱 層 に 前 記 回 路 層 を 保 持 さ せ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 シ ー ト は 、 ポ リ イ ミ ド を 含 む 、
請 求 項 ８ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ベ ー ス 基 板 は 、 銅 又 は ア ル ミ ニ ウ ム の 少 な く と も 一 方 を 含 む 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ベ ー ス 基 板 は 、 前 記 放 熱 層 と は 逆 側 の 面 に 設 け ら れ た 放 熱 部 を 含 む 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 基 板 の 製 造 方 法 。
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